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イメージング法と経験的グリーン関数法を用いた2007年新潟県中越沖地震のアスペ
リティーの推定

Asperities of the 2007 Niigata-ken Chuetsu-oki earthquake inferred from the source imag-
ing and the EGF method
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2007年 7月 16日 10時 13分に発生した新潟県中越沖地震 (Mj6.8)では，震源域近傍で強い揺れが観測された．そのメ
カニズム解は，南東または北西に傾斜する断層面を持つ逆断層メカニズムと推定されている．余震分布などから大局的
には南東傾斜面が主断層面と考えられるが，震源近傍では北西傾斜の傾向もあり断定は難しく，始めの強震動生成領域
(アスペリティー)は両断層に存在する可能性もある．南東断層面だけを選択し，経験的グリーン関数 (EGF)法による強
震動シミュレーションで解析を行っている研究もあるが，震源近傍における初期の破壊過程の情報がなければ断定する
ことが難しい．そこで本研究ではまず震源近傍に着目して発生から約 5秒以内の近地 P波記録の解析から最初のアスペ
リティーを同定し，EGF法で強震動 (S波部)のモデリングを行ってアスペリティーの全体像を含む震源過程を推定する．
その結果，P波の解析から，破壊は北西傾斜面で発生し，2.1秒後に最初のアスペリティー (第一アスペリティー)が破壊
を開始するまで（初期破壊）は少なくとも北西傾斜面で破壊が進行したことがわかった．さらに EGF法による S波のモ
デリングの結果，第一アスペリティーは初期破壊面と同じ面（北西傾斜）に位置し，その破壊以降共役の南東傾斜面に乗
り移ったことがわかった．南東傾斜面においては 2つのアスペリティー (第二，第三アスペリティー)が同定され，第二
アスペリティーは第一アスペリティーの直近，第三アスペリティーは柏崎の沖合いに位置すると推定された．3つのアス
ペリティーが解放した地震モーメントは，地震全体が解放したモーメントの 30%弱で，内訳は，それぞれ 1:0.6:1.4と求
まった．平均の破壊速度は，初期破壊で 1.8 km/sと遅いが，第一アスペリティー破壊開始以降は 2.8 km/sと推定された．
我々の結果は，第一アスペリティーは北西傾斜面にあって地表に向かって破壊が進行したため柏崎－刈羽原発方面では
強いディレクティヴィティーの影響で最初の大振幅パルスを受け，第二，第三アスペリティーからは S波のラディエー
ション・パターンの影響でやはり振幅の大きなパルスが生じた可能性を強く示唆している．
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